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研究成果の概要（和文）：情報通信技術の発達とともに、情報セキュリティ技術のひとつである情報ハイディング技術
に注目が集まってきている。本研究は、情報ハイディング技術による高付加価値通信のコンセプトを確立することで、
情報通信技術のさらなる高機能化を図ることを目的として実施されたものになっている。その成果として、情報ハイデ
ィング技術そのものの高度化のみならず、情報ハイディング技術の新たな応用の可能性について提案するに至り、この
分野の発展につながるさまざまな知見を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：With the development of information communications technique, information hiding 
technique has attracted much attention. It is employed as one of the information security techniques that 
intend to authenticate information communications technology. Applying the information hiding technique, 
this study has aimed to realize the concept of high value-added media communications. As a result, this 
study has proposed some applications of the information hiding technique as well as improved the 
information hiding technique itself. These results contribute the progress of information communications 
technique as well as information hiding technique.
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１．研究開始当初の背景 
 情報通信技術の発達とともに、情報セキュ
リティ技術のひとつである情報ハイディン
グ技術に注目が集まってきている。こうした
背景の下、本研究は、情報ハイディング技術
のさらなる可能性を追求することを目的と
して計画されたものになっている。 
 
２．研究の目的 
情報ハイディング技術は、標準フォーマッ
トとの互換性を維持しながら、同時にさまざ
まな補助情報をやり取りするサブチャンネ
ル通信を可能にするものであり、ここに新た
な機能をつけ加える可能性を秘めている。 
本研究は、こうした情報ハイディング技術
の特徴を利用し、情報ハイディング技術によ
る高付加価値通信のコンセプトを確立する
ことで、情報通信技術のさらなる高機能化を
図ることを目的として実施されたものにな
っている。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、情報ハイディング技術の高度化、
および、情報ハイディング技術の応用の可能
性について検討するうえで、計算機シミュレ
ーションを通して提案法の有効性を検証す
ることを研究の方法とした。 
 
４．研究成果 
補助情報を埋め込んでもデータにはまっ
たく傷がつかないロスレス方式の情報ハイ
ディング技術の高度化に取り組み、IP 電話を
具体的なターゲットとして提案法の有効性
を検証した。 
また、ひとつのデータに複数のデータを埋
め込む新たな情報ハイディング技術の手法
について検討し、見かけはひとつのデータか
ら複数のデータを読み出す情報ミスリーデ
ィング技術の可能性について検証した。 
以上、研究成果として、情報ハイディング
技術そのものの高度化のみならず、情報ハイ
ディング技術の新たな応用の可能性につい
て提案するに至り、この分野の発展につなが
るさまざまな知見を得ることができた。 
なお、研究の過程で得られたプログラミン
グのノウハウや情報通信技術の知見につい
ては、教育にもフィードバックできるものが
多分にあり、研究成果のひとつとして出版や
サイエンスカフェなどのイベントを通した
啓蒙活動にも寄与したことを付記しておき
たい。 
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